
南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

四
九
（
四
九
）

　
　
　
　
　
　

一　

南
シ
ナ
海
問
題

　

一
．
南
シ
ナ
海
問
題
の
現
在

　

南
シ
ナ
海
は
、
近
隣
住
民
の
生
活
圏
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
中
華
世
界
の
交
流
空
間
で
あ
っ
た
。
現
代
世
界
で
は
、
シ
ー
レ
ー
ン
と
し

て
戦
略
的
関
心
事
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
南
海
諸
島
に
お
け
る
石
油
開
発
が
展
望
さ
れ
る
な
か
、
南
海
に
お
け
る
領
土
支
配
と
開
発
を
め

ぐ
る
角
逐
が
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
中
国
人
民
解
放
軍
の
海
軍
艦
艇
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
、
太
平
洋

に
進
出
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
第
一
列
島
線
及
び
第
二
列
島
線
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
第
一
列

島
線
が
南
シ
ナ
海
に
も
拡
張
適
用
さ
れ
る
戦
略
分
析
が
登
場
し
て
き
た
。
そ
の
分
析
を
通
じ
て
、
中
国
の
戦
略
は
南
海
の
内
海
化
あ
る
い

は
内
水
化
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
米
国
は
、
中
国
が
南
シ
ナ
海
で
Ａ
２
／
Ａ
Ｄ
（A

nti-access/A
rea D

enial

、
ア
ク
セ
ス
拒
否
・
海

南
シ
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五
〇
（
五
〇
）

域
防
衛
戦
略
）
を
と
り
、
南
海
に
お
け
る
戦
略
潜
水
艦
の
巡
航
な
ど
中
国
南
海
艦
隊
の
展
開
を
も
っ
て
、「
要
塞
化
」
戦
略
を
遂
行
し
て

い
る
、
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
状
況
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
海
南
島
上
空
で
の
米
軍
偵
察
機
と
中
国
軍
戦
闘
機
の
衝
突
事
件
当
時
の
そ
れ

と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
経
過
に
お
い
て
、
南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
が
現
在
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
『
南
海
諸
島
国
際
紛
争
史
』（
刀
水
書
房
、

一
九
九
七
年
）
以
後
の
局
面
を
新
た
に
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
書
で
は
、
資
源
開
発
と
と
も
に
、
南
海
に
お
け
る
対
立
状
況
が
展
望

さ
れ
る
な
か
で
、
南
シ
ナ
海
問
題
の
経
緯
と
構
造
を
解
明
し
、
か
か
る
南
シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
対
立
と
抗
争
の
激
化
で
、
一
九
九
〇
年
一
月

以
降
、
南
海
に
領
土
を
有
し
て
い
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
導
で
、
南
シ
ナ
海
の
潜
在
的
紛
争
の
管
理
に
関
す
る
関
係
国
非
公
式
協
議
が

開
催
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
中
国
が
同
九
〇
年
八
月
領
有
権
の
棚
上
げ
に
よ
る
共
同
開
発
提
案
を
行
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
文
脈
で
、

一
九
九
二
年
七
月
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
南
シ
ナ
海
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
信
頼
醸
成
の
促
進
が
確
認
さ
れ
た
。
中
国

と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
は
二
〇
〇
二
年
一
一
月
、
さ
ら
に
、
当
事
国
間
の
対
立
及
び
紛
争
の
平
和
的
・
恒
久
的
解
決
の
た
め
に
望
ま
し
い

条
件
を
創
造
す
る
べ
く
南
シ
ナ
海
各
行
動
宣
言
を
採
択
し
た
。
こ
う
し
た
海
洋
へ
の
関
心
か
ら
、
講
座
『
海
の
ア
ジ
ア
』
六
卷
（
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
〇
―
〇
一
年
／
ソ
ウ
ル
、Bookcosm

oscon 
、 
二
〇
〇
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
第
五
巻
「
越
境
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
、

筆
者
も
「
海
の
支
配
―
―
南
シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
国
家
間
紛
争
の
歴
史
と
現
在
」
を
執
筆
し
た
。

　

他
方
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
及
び
シ
ー
レ
ー
ン
関
係
国
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
ア
ジ
ア
海
賊
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
そ
の
安

全
保
障
の
追
求
と
そ
の
た
め
の
枠
組
み
に
向
け
て
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
状
況
下
に
お
け
る
視
点
で
の
分
析
は
、筆
者
は
『
南

シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
安
全
保
障
と
問
題
点
』（
シ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
オ
ー
シ
ャ
ン
財
団
、
二
〇
〇
四
年
）
に
ま
と
め
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
以
後
の
局
面
に
お
け
る
新
し
い
安
全
保
障
の
状
況
と
そ
こ
で
の
戦
略
環
境
の
分
析
が
主
題
と
さ
れ
る
。
そ
の
論
点
は
、



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

五
一
（
五
一
）

南
シ
ナ
海
の
戦
略
性
の
分
析
を
前
提
に
、
南
シ
ナ
海
関

係
国
の
領
土
に
つ
き
現
状
と
問
題
点
を
分
析
し
、
そ
し

て
南
シ
ナ
海
の
管
轄
と
安
全
保
障
の
主
題
の
文
脈
を
解

明
す
る
こ
と
に
し
た
。
後
者
の
論
点
で
は
、（
一
）
中

国
の
南
海
戦
略
、（
二
）
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
枠
組
み
を
生
か

し
た
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
交
渉
／
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交

渉
、
そ
れ
と
は
別
の
（
三
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
洋
戦
略

と
米
国
の
関
与
、
及
び
（
四
）
米
国
の
南
シ
ナ
海
に
お

け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
南
シ
ナ
海
安
全
保
障
の
展
望
を
と

り
あ
げ
る

（
１
）

。

　

二
．
南
シ
ナ
海
問
題
の
経
緯

　

そ
こ
で
、
問
題
の
特
性
と
そ
の
推
移
を
把
握
す
る
た

め
に
、南
海
諸
島
問
題
史
を
、以
下
の
時
期
区
分
を
も
っ

て
要
約
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
期
ま
で
の
状
況
は
、
表
１
の
通
り

で
あ
る
。

1433年 鄭和の航海

1776 年 ベトナムの黄沙隊、広義府平山県

　　　 安永久村近くの岩礁で遭難者救済

1816 年 ベトナム、水軍と黄沙隊の黄沙派
       遣

1835 年 ベトナム、広義省黄沙に神祠建立

1803 年 英国、南沙群島隠遁暗沙測量

1813 年 英国、南沙群島測量

1815 年 阮黄沙調査隊、西沙群島調査

1835 年 米国、南沙群島で測量

1858 年 英国、中沙群島測量　

1909 年 中国、西沙群島籌弁庫処設置

1921 年 3 月 中国政府、西沙群島を海南省

　　　　　　管轄

1933 年 4 月 フランス軍、スプラトリー群

　　　　　　島占領

1939 年 3 月 日本軍、西沙群島上陸

1942 年12 月 大暴雨で新南群島壊滅

第１期

第２期

第３期

1800 年 

　～

1913 年

10 月

1915 年 

　～

1945 年

8月

区 分 時期 事　　　　　象 備　　　　　考

表１　第二次世界大戦期までの南シナ海の状況

生活圏とし
ての南海

ヨーロッパ
人の進出と
中国領土の
確認

開発、
調査、
及び支配
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（
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六
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五
二
（
五
二
）

　

第
一
期　

生
活
圏
と
し
て
の
南
海

　

一
九
七
四
年
に
発
見
さ
れ
た
海
南
島
漁
民
の
記
録
『
更
路
簿
』
は
漁
民
の
古
い
生
活
を
記
録
し
て
お
り
、
南
海
が
漁
民
の
世
界
に
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
２
）

。

　

南
海
を
め
ぐ
る
人
の
往
来
は
古
く
、
一
四
三
三
年
鄭
和
の
航
海
図
、
一
六
〇
四
～
三
四
年
の
御
朱
印
船
貿
易
地
図
で
は
、
萬
里
石
塘
と

記
述
さ
れ
て
い
た
。
南
海
を
め
ぐ
る
交
易
は
漸
次
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
も
加
わ
っ
て
拡
大
し
た

（
３
）

。
一
七
五
〇
年
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

地
図
で
パ
ラ
セ
ル
（
東
沙
）
の
表
記
が
出
現
し
、
一
八
三
八
年
ル
イ
ス
・
タ
ー
ベ
ル
司
教
は
、
コ
ー
チ
シ
ナ
（
交
趾
支
那
）
の
付
属
島
嶼

と
し
て
ホ
ン
サ
（
黄
沙
）
が
あ
る
、
と
述
べ
た
。

　

一
五
三
七
年
の
『
粤
海
關
志
』、
一
七
三
〇
年
の
陳
倫
炯
『
海
国
聞
見
録
』、
一
七
七
六
年
の
黍
貴
惇
『
撫
邊
雑
録
』
な
ど
の
記
録
が

現
存
し
て
い
る
。
一
八
三
六
年
の
『
大
南
寔
録
』
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
王
国
の
記
録
と
し
て
、
南
海
に
関
す
る
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
期　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
進
出
と
中
国
領
土
の
確
認

　

南
海
は
、
南
海
諸
島
海
域
の
航
海
ル
ー
ト
に
あ
っ
た
。
一
八
〇
〇
～
一
七
年
英
国
が
西
沙
群
島
を
四
度
調
査
し
、
一
八
一
五
年
に
阮
黄

沙
調
査
隊
が
西
沙
群
島
を
調
査
し
た
。
一
八
三
五
年
米
国
が
、
南
沙
群
島
で
測
量
に
着
手
し
、
一
八
八
一
～
八
四
年
ド
イ
ツ
が
南
沙
群
島
・

西
沙
群
島
調
査
を
し
た
。

　

一
八
三
八
年
の
ル
イ
ス
・
タ
ー
ベ
ル
司
教
『
諸
国
民
の
歴
史
並
び
に
宗
教
、
慣
習
、
風
俗
に
関
す
る
記
述
』
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ

る
最
初
の
記
述
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
シ
ナ
に
植
民
地
進
出
を
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
八
八
七
年
六
月
清
国
と
の
ベ
ト
ナ
ム
境
界
画
定
に
調
印
し
、
そ
の
際
、
海
中
島

嶼
は
清
国
領
と
合
意
し
た
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

五
三
（
五
三
）

　

一
八
九
五
年
日
本
は
台 

湾
を
確
保
し
、
民
間
日
本
人
に
よ
る
南
海
諸
島
探
険
が
始
ま
り
、
一
九
〇
二
年
「
海
鳥
棲
息
ノ
島
嶼
ヲ
發
見
シ
」、

そ
の
帰
属
が
意
図
さ
れ
た
。
一
九
〇
五
年
貿
易
商
社
恒
信
社
長
風
丸
は
、
プ
ラ
タ
ス
の
無
帰
属
を
確
認
し
た
。
一
九
〇
九
年
三
月
中
国
政

府
は
、
在
広
東
日
本
総
領
事
に
対
し
東
沙
島
は
中
国
領
土
と
通
告
し
、
こ
れ
に
よ
り
一
〇
月
日
本
と
清
国
は
、
プ
ラ
タ
ス
島
引
渡
し
取
決

め
に
調
印
し
、
中
国
は
同
年
三
月
中
国
は
、
西
沙
群
島
籌
辨
處
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
一
九
一
三
年
一
〇
月
日
本
は
、
プ
ラ
タ
ス
島
を
中

国
に
引
き
渡
し
た
。

　

第
三
期　

開
発
、
調
査
、
及
び
支
配

　

一
九
一
七
年
中
国
企
業
が
西
沙
群
島
を
探
険
し
、
燐
鉱
開
発
を
申
請
し
た
が
、
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
以
降
、
台

湾
の
日
本
人
は
東
沙
群
島
海
域
で
漁
労
を
行
っ
て
お
り
、
一
九
一
九
年
ラ
サ
島
燐
鉱
株
式
會
社
が
南
沙
群
島
の
開
発
を
申
請
し
、
一
九
二

一
年
長
嶋
（
大
平
島
）
の
燐
鉱
及
び
グ
ア
ノ
の
日
本
へ
の
輸
送
が
行
わ
れ
、
同
社
は
同
二
一
年
四
月
東
京
地
方
裁
判
所
に
会
社
登
記
を
し

て
い
た
。
こ
の
事
業
は
一
九
二
九
年
四
月
中
止
さ
れ
た

（
４
）

。

　

一
九
二
一
年
三
月
中
国
政
府
は
、
西
沙
群
島
を
海
南
省
の
管
轄
と
決
定
し
、
一
一
月
日
華
合
弁
西
沙
羣
島
実
業
公
司
が
設
立
さ
れ
た
。

一
九
二
五
年
五
月
石
丸
庄
助
は
、
東
沙
島
近
海
の
漁
労
で
、
中
国
官
憲
に
始
末
書
を
提
出
す
る
事
件
も
起
き
た
。

　

こ
の
日
本
の
動
向
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
支
配
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
関
心
を
寄
せ
、
一
九
二
〇
年
以
降
、
パ
ラ
セ
ル
（
西
沙
）
群
島
を

聖
域
と
し
て
い
た
武
器
・
阿
片
取
引
を
封
じ
る
措
置
を
と
っ
た
。
一
九
二
一
年
フ
ラ
ン
ス
は
、
パ
ラ
セ
ル
島
の
潜
航
艇
基
地
化
の
可
能
性

を
検
討
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
二
年
四
月
フ
ラ
ン
ス
は
、
パ
ラ
セ
ル
群
島
の
領
有
権
を
主
張
し
、
六
月
日
本
に
対
し
パ
ラ
セ
ル
は
ア
ン
ナ

ン
（
安
南
）
に
属
す
る
と
通
告
し
、
一
九
三
三
年
日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る
段
階
で
、
四
月
フ
ラ
ン
ス
は
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
（
南
沙
）

群
島
を
占
領
し
た
。
こ
の
事
態
に
、
八
月
中
国
は
日
本
海
軍
の
出
動
を
要
請
し
、
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
に
抗
議
を
申
し
入
れ
た
。
一
九
三
三
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第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

五
四
（
五
四
）

年
七
月
外
務
省
文
書
「
南
支
那
海
諸
島
に
関
す

る
件
」
が
作
成
さ
れ
、
八
月
在
サ
イ
ゴ
ン
日
本

領
事
は
、
本
省
に
文
書
「
水
上
機
基
地
と
し
て

の
新
南
群
島
」
を
本
省
に
送
付
し
た
。
一
九
三

九
年
二
月
日
本
軍
は
、
海
南
島
に
上
陸
し
、
三

月
続
い
て
西
沙
群
島
に
上
陸
し
た
、
そ
し
て
八

月
日
本
は
中
国
の
対
応
を
も
考
慮
し
て
占
有
の

検
討
に
入
り
、
一
九
三
九
年
九
月
日
本
は
、
新

南
群
島
の
管
轄
を
決
定
し
、
四
月
台
湾
の
管
轄

下
に
実
効
的
な
統
治
に
置
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、

日
本
の
支
配
に
抗
議
し
、
日
本
は
こ
れ
を
拒
否

し
た
。
一
九
四
二
年
一
二
月
大
暴
風
雨
で
新

南
群
島
全
島
は
ほ
ぼ
壊
滅
し
、
日
本
の
支
配
は
、

一
九
四
五
年
八
月
終
結
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
状
況
は
、
現
代
世

界
に
お
け
る
局
面
を
形
成
し
て
き
て
い
る
。

第4期 1945 年

9月 ～

1957 年

12 月

区 　　分 時　期 事　　　　　象 備　　　　　考

表２　第二次世界大戦期までの南シナ海の状況

南海諸島

の中国継

承（新中

国支配へ

の移行 、

別に台湾

支配）　、

フランス

占領（南

ベトナム

占領への

移行）　、

フィリピ

ン占領

1947年4 月 中国、長島を

大平島と改称



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

五
五
（
五
五
）

第6期

第7期

1990 年

1月～

2006 年

12 月

2006 年

１月～

現在

非公式協
議と実務
的交渉

中国のＡ
２／ＡＤ
と米国の
新たな対
応

1990 年
  1 月 第1 回南シナ海資源の潜在的紛争の管
　　　 理に関する非公式協議開催
1992 年
  7 月 ＡＳＥＡＮ外相会議、南シナ海宣言採択
1995 年
  3月1 9 日 中国時報社論、南海中台共同開発
　　　　　 論提起
1996 年
  8 月 中国・フィリピン、8項目行動基準の原
　　　 則の共同声明
2000 年
 12 月 中国・ベトナム、トンキン湾排他的経
　　　 済水域・大陸棚画定協定調印
2001 年
 11 月 中国・ＡＳＥＡＮ南シナ海各行動宣言
　　　 採択
2006 年
 10 月 ＡＳＥＡＮ・中国首脳会議、2002年中
　　　 国・ＡＳＥＡＮ南シナ海各行動宣言の
　　　 履行合意

2001 年
  4 月 海南島上空での米軍機・中国軍機衝突
　　　 事件
2006 年
　　　 中国南海艦隊、南沙群島巡航
2009 年
  3 月 米海軍海洋調査船事件
2011 年
  6 月 米上院、南海問題での中国非難決議採択
 10 月 中国・ベトナム、海洋における紛争解
　　　 決の基本原則協定調印

第5期 1958 年

1月～

1989 年

12 月

中国・南
ベトナム
対立と主
権論争及
び対立事
件

1958 年
  9 月 中国、12 海里声明で南海諸島の主権声明
1959 年
  3 月 南ベトナム、ホアンサ群島で資源調査
1969 年
 10 月 南ベトナム、ホアンサ群島をクアンア
　　　 ム省に編入
1971 年
  6 月 南ベトナム、自国大陸棚で石油開発着手
1972 年
  4 月 フィリピン、カラヤーン群島をパラワ
　　　 ン省編入
1974 年
  1 月 西沙群島交戦事件
 10 月 マレーシア、スプラトリー群島ツルシ
　　　 ブ・ラヤン島占領
1976 年
  2 月 中国、西沙群島に軍事基地建設
  3 月 ベトナム、チュオンサ群島をドンナイ
　　　 省に編入
1978 年
  6 月 フィリピン、カラヤ－ン群島併合宣言
1979 年
  2 月 フィリピン、カラヤーン群島で石油開発
  8 月 中国、西沙群島に飛行禁止地域設定
1987 年
  5 月～6 月 中国、南海群島海域で軍事演習



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

五
六
（
五
六
）

　

第
四
期　

南
海
諸
島
の
中
国
継
承
（
新
中
国
支
配
へ
の
移
行
、
別
に
台
湾
の
支
配
）、
フ
ラ
ン
ス
占
領
（
南
ベ
ト
ナ
ム
占
領
へ
の
移
行
）、

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
占
領

　

中
国
は
、
日
本
の
敗
戦
で
、
一
九
四
六
年
九
月
南
海
諸
島
に
国
旗
を
掲
揚
し
、
そ
の
接
収
に
入
っ
た
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
同
四
六
年

七
月
パ
ラ
セ
ル
群
島
に
軍
隊
を
派
遣
し
、
占
領
し
た
。
一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
一
九
四
六
年
七
月
の
独
立
で
、
南
沙
群
島
は
国
防
範
囲

に
含
ま
れ
る
と
宣
言
し
た
。
一
九
四
九
年
七
月
ベ
ト
ナ
ム
国
（
南
ベ
ト
ナ
ム
）
の
成
立
で
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
フ
ラ
ン
ス
は
、
西
沙
群

島
・
南
沙
群
島
の
主
権
を
ベ
ト
ナ
ム
国
へ
移
譲
し
た
。
一
九
五
〇
年
五
月
新
中
国
は
、
西
沙
群
島
永
興
島
に
軍
隊
を
派
遣
し
、
南
海
諸
島

の
主
権
声
明
を
発
し
た
。

　

一
九
五
一
年
九
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
対
日
条
約
の
調
印
で
、
日
本
は
、
正
式
に
新
南
群
島
の
主
権
を
放
棄
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、

新
中
国
は
、
そ
の
支
配
を
継
承
し
、
一
九
五
六
年
三
月
南
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ア
ン
サ
（
西
沙
）
群
島
を
占
領
し
、
七
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ス
プ

ラ
ト
リ
ー
群
島
に
上
陸
し
て
人
道
王
国
を
樹
立
し
た
。

　

第
五
期　

中
国
・
南
ベ
ト
ナ
ム
対
立
と
主
権
論
争
及
び
対
立
事
件

　

一
九
五
八
年
九
月
中
国
は
一
二
海
里
の
領
海
宣
言
を
発
し
、
東
沙
群
島
、
西
沙
群
島
、
中
沙
群
島
、
及
び
南
沙
群
島
の
主
権
を
明
確
に

し
た
。
一
九
五
九
年
一
月
南
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
で
の
開
発
に
着
手
し
、
二
月
中
国
漁
船
の
拿
捕
事
件
が
起
き
、
そ
の
南
ベ
ト

ナ
ム
の
挑
発
行
動
は
続
き
、
そ
し
て
一
九
七
四
年
西
沙
群
島
事
件
が
起
き
た
。

　

南
ベ
ト
ナ
ム
は
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
ホ
ア
ン
サ
群
島
を
ク
ア
ン
ナ
ム
省
に
編
入
し
、
一
九
七
一
年
以
降
、
自
国
大
陸
棚
で
の
石
油
資

源
開
発
に
入
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
一
九
七
二
年
四
月
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
の
占
領
地
域
を
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
と
称
し
、
パ
ラ
ワ
ン
省
に

編
入
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
九
年
二
月
リ
ー
ド
・
バ
ン
ク
（
礼
樂
灘
）
で
の
石
油
開
発
に
入
っ
た
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

五
七
（
五
七
）

　

中
国
は
、
一
九
八
七
年
五
月
―
六
月
南
海
諸
国
の
軍
事
演
習
を
決
行
し
た
。

　

南
海
諸
島
は
、
開
発
と
紛
争
の
世
界
へ
突
入
し
た

（
５
）

。

　

第
六
期　

非
公
式
協
議
と
実
務
的
交
渉

　

そ
こ
で
、
一
九
九
〇
年
一
月
バ
ン
ド
ン
で
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
潜
在
的
紛
争
の
管
理
に
関
す
る
非
公
式
協
議
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
学

者
・
研
究
者
が
参
加
し
て
始
ま
っ
た
。
翌
九
一
年
七
月
の
第
二
回
非
公
式
協
議
に
は
、
中
国
・
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
も
参
加
し
た
。
一
九
九

二
年
六
月
―
七
月
第
三
回
非
公
式
協
議
で
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
マ
ー
ク
・
バ
レ
ン
シ
ア
が
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
条
約
草
案
を
提
出
し
た
。
同
非

公
式
協
議
は
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
の
第
六
回
協
議
ま
で
続
く
一
方
、
そ
の
協
議
の
流
れ
の
な
か
、
一
九
九
〇
年
八
月
中
国
は
、
各
国
が

占
領
を
続
け
た
南
沙
群
島
の
主
権
棚
上
げ
と
共
同
開
発
を
提
起
し
、
一
九
九
二
年
七
月
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
は
、
南
シ
ナ
海
宣
言
を
採

択
し
、
信
頼
醸
成
の
取
組
み
へ
と
向
か
っ
た
。

　

一
方
、
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
実
務
交
渉
は
続
き
、
中
国
と
対
立
し
て
い
た
南
ベ
ト
ナ
ム
は
統
一
ベ
ト
ナ
ム
が
引
き
継
ぎ
、
中

越
紛
争
の
対
決
を
克
服
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ト
ン
キ
ン
湾
（
北
部
湾
）
の
排
他
的
経
済
水
域
・
大
陸
棚
画

定
協
定
に
調
印
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
南
シ
ナ
海
各
行
動
宣
言
を
成
立
さ
せ
て
平
和
的

解
決
が
求
め
ら
れ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
沙
群
島
海
域
で
は
、
発
砲
事
件
が
続
き
、
台
湾
は
大
平
島
の
支
配
を
強
化
し
た
。

　

第
七
期　

中
国
の
Ａ
２
／
Ａ
Ｄ
（
ア
ク
セ
ス
拒
否
・
海
域
防
衛
戦
略
）
と
米
国
の
新
た
な
対
応

　

米
国
は
、
南
沙
群
島
海
域
に
レ
ー
ダ
ー
施
設
を
維
持
し
つ
つ
、
一
九
九
五
年
五
月
国
務
省
声
明
で
、
南
シ
ナ
海
問
題
に
直
接
関
与
せ
ず

と
し
、
そ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
行
動
宣
言
の
方
針
を
支
持
し
て
き
た
。
依
然
、
米
国
は
、
偵
察
行
動
は
続
け
て
き
て
お
り
、
二
〇
〇



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

五
八
（
五
八
）

一
年
四
月
海
南
島
上
空
で
の
米
偵
察
機
・
中
国
軍
機
の
衝
突
事
件
、
そ
し
て
二
〇
〇
九
年
三
月
米
海
軍
海
洋
調
査
船
事
件
が
起
き
た
。
そ

し
て
、
米
上
院
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
、
南
海
諸
島
の
中
国
非
難
決
議
を
採
択
し
た
。
ま
た
、
米
国
防
総
は
二
〇
一
一
年
に
、
第
一
列
島

線
を
南
海
諸
島
海
域
へ
拡
大
す
る
一
方
、
中
国
封
じ
込
め
の
Ａ
２
／
Ａ
Ｄ
戦
略
を
発
動
し
、
南
シ
ナ
海
情
勢
は
、
新
た
な
米
国
の
関
与
に

よ
る
潜
在
的
冷
戦
構
造
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

（
1
）

南
シ
ナ
海
問
題
関
連
の
文
件
・
史
料
は
、
以
下
を
み
よ
。

陳
天
錫
編
『
西
沙
島
・
東
沙
島
成
案
彙
編
』
廣
東
、
廣
東
實
業
廰
、
一
九
二
八
年
。

中
華
人
民
共
和
国
『
越
南
政
府
承
認
西
沙
群
島
是
中
国
領
土
的
部
分
文
件
』
北
京
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
、
一
九
五
八
年
。

中
華
人
民
共
和
国
『
西
沙
群
島
和
南
沙
群
島
自
古
以
来
就
是
中
国
的
領
土
』
北
京
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
、
一
九
八
〇
年
。

楊
炳
南
撰
『
海
録
』
台
北
、
慶
文
書
房
、
一
九
六
八
年
。

外
務
省
記
録
『
各
国
領
土
発
見
及
び
帰
属
関
係
雑
件　

新
南
群
島
関
係
』
三
綴
、
外
交
資
料
館
。

外
務
省
記
録
『
東
沙
島
及
西
沙
島
ニ
於
ケ
ル
本
邦
人
ノ
理
研
事
業
関
係
』
三
綴
、
外
交
資
料
館
。

外
務
省
記
録
『
パ
ラ
セ
ル
群
島
燐
鉱
関
係
一
件
（
西
沙
群
島
）』
外
交
資
料
館
。

『
中
國
南
海
諸
島
文
獻
彙
編
』
二
八
・
二
九
、
台
北
、
臺
灣
學
生
書
房
、
一
九
七
五
年
。

浦
野
起
央
『
南
海
諸
島
国
際
紛
争
史
』
刀
水
書
房
、
一
九
七
七
年

『
中
国
対
西
沙
群
島
和
南
沙
群
島
敵
主
権
無
可
争
辨
―
―
評
越
南
外
交
部
関
干
越
中
関
係
的
白
皮
書
』
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
。

蘇
繼
廎
校
釋
『
島
夷
誌
略
校
釋
』
北
京
、
中
華
書
房
、
一
九
八
一
年
。

Joseph R
. M

organ &
 M

ar J. Valencia eds., Atlas for M
arine Policy in Southeast Asian Seas, B

erkley: U
niv. of C

alifornia Press, 1983.

Sorajak K
asem

suvan, The Law
 of the Sea and ASEAN

 States: M
aritim

e Arrangem
ents of ASEAN

 States in the M
alacca Straits, G

ulf of 

Thailand and the Southern South C
hina Sea, 671 leaves, B

oston Spa: B
ritish Library D

ocum
ent Supply C

entre, 1987.



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

五
九
（
五
九
）

韓
振
華
主
編
、
林
金
枝
・
呉
鳳
斌
編
『
我
国
南
海
諸
島
史
料
汇
編
』
内
部
資
料
、
北
京
、
東
方
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

中
華
民
国
外
交
研
究
設
計
委
員
會
編
『
外
交
部
南
海
諸
島
檔
案
彙
編
』
上
・
下
、
中
華
民
国
外
交
研
究
設
計
委
員
會
、
一
九
九
五
年
。

吴
士
存
主
編
『
南
海
問
題
文
献
汇
編
』
海
口
、
海
南
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
2
）
『
更
路
簿
』
は
、
韓
振
華
主
編
、
林
金
枝
・
呉
鳳
斌
編
『
我
国
南
海
諸
島
史
料
汇
編
』
内
部
資
料
、
北
京
、
東
方
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
一

三
六
六
頁
以
降
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
南
海
関
係
の
交
流
・
交
易
は
、
以
下
を
み
よ
。

G
eorge B

ryan Souza, The Survival Em
pire: Portuguese Trade and Society in C

hina and the South C
hina Sea, 1630-1754, C

am
bridge / 

N
ew

 York : C
am

bridge U
. P., 1986.

D
enys Lom

bard &
 Jean A

ubin eds., M
archantds et hom

es d’affaires asiatiques dans l’O
céan Indien et la M

er de C
hine, 13e-20e 

siècles, Paris: Editions de l’Ecole des hautes etudes en sciences sociales, 1988.

広
東
省
文
物
管
理
委
員
会
・
他
編
『
南
海
丝
绸
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。
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。
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。
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。
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（
5
）
南
シ
ナ
海
の
対
立
・
紛
争
経
過
は
、
特
に
、
以
下
を
み
よ
。

Les B
uszynski, “V

ietnam
 C

onfrontation C
hina,” Asian Survey, Vo. 20 N

o. 8, A
ugust 1980.
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海
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台
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台
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、
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〇
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、
一
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竹
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シ
ナ
海
の
発
火
点
、
西
沙
・
南
沙
群
島
は
誰
の
も
の
か
―
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Ａ
Ｎ
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史
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laim
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hina Sea, London: A
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。
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二　

南
シ
ナ
海
の
地
域
性
と
戦
略
性

　

一
．
南
シ
ナ
海
の
地
域

　

南
海
諸
島
は
、
東
西
約
一
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
拡
が
り
、
そ
の
全
海
域
は
約
三
五
〇
万
平
方

キ
ロ
の
領
域
に
達
し
、
イ
ン
ド
洋
と
太
平
洋
の
間
に
あ
っ
て
、
交
通
運
輸
上
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

六
一
（
六
一
）

香
港
、
マ
ニ
ラ
を
結
ぶ
三
角
地
帯
の
中
心
に
位
置
し
、
軍
事
・
安
全
保
障
上
、
南
洋
の
心
臓
部
と
い
わ
れ
る
戦
略
的
価
値
を
有
す
る
。

　

こ
の
珊
瑚
沙
洲
は
、
島
嶼
・
沙
洲
・
暗
礁
・
暗
灘
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
僅
か
で
も
海
水
面
か
ら
露
出
し
た
平
坦
な
砂
地
が
沙
洲
で
、

そ
れ
が
堆
積
す
る
と
、
陸
地
と
な
り
、
島
嶼
と
な
る
。
直
接
的
価
値
は
、
漁
業
資
源
、
海
鳥
の
糞
か
ら
な
る
燐
鉱
石
だ
け
で
な
く
、
石
油
・

天
然
ガ
ス
資
源
も
確
認
さ
れ
、
そ
の
戦
略
的
価
値
は
極
め
て
高
い
。

　

そ
こ
で
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
世
界
で
あ
っ
た
が
、
今
や
、
幾
多
の
歴
史
を
経
て
、
国
際
世
界
の
焦
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
、

二
八
〇
余
の
珊
瑚
砂
洲
の
地
名
が
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
、
マ
レ
ー
語
、
日
本
語
な
ど
多
様
極
め
る
こ
と
か
ら
も
理

解
さ
れ
る

（
１
）

。

　

そ
の
地
域
は
、
朝
貢
国
ベ
ト
ナ
ム
を
も
含
む
中
国
の
版
図
に
あ
る
が
、
版
図
は
、
現
実
政
治
の
な
か
に
流
れ
た
地
政
学
の
存
在
性
に
あ

る
。
中
国
の
辺
境
概
念
は
、
一
統
シ
ス
テ
ム
の
帝
国
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
継
続
性
の
理
解
を
経
て
き
て
お
り
、
現
在
の
領
土
概
念
も
、
そ

の
統
治
能
力
に
お
け
る
領
域
支
配
の
実
態
を
み
せ
て
い
る

（
２
）

。
こ
う
し
た
理
解
の
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
新
し
い
安
全
保
障
上
の

問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　

二
．
南
海
調
査
報
告

　

『
海
國
圖
志
』
に
南
海
諸
島
略
図
が
あ
る
が
、南
海
諸
島
の
調
査
は
、一
〇
四
四
年
の
『
武
經
摘
要
』
の
記
述
が
的
確
で
あ
る
。
明
代
で
は
、

『
康
煕
瓊
州
府
志
』
の
対
外
文
書
と
し
て
の
記
述
は
貴
重
で
あ
る
。
一
六
一
七
年
完
成
の
『
東
西
洋
考
』、
一
六
〇
二
年
イ
タ
リ
ア
の
イ
エ

ズ
ス
会
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
『
坤
輿
萬
圖
全
圖
』
の
検
証
を
通
じ
た
南
海
調
査
報
告
も
、
中
国
人
の
南
海
世
界
の
姿
を
み
せ
て
く
れ
る

（
３
）

。

　

英
国
、
米
国
の
探
険
の
記
録
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
日
本
海
軍
水
路
部
の
海
図
資
料
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
一
九
三
五

年
ま
で
の
海
図
に
従
っ
て
い
る
。
そ
の
一
八
八
一
―
八
五
年
に
英
海
軍
海
図
は
、
一
九
〇
〇
―
一
二
年
に
日
本
の
海
図
と
し
て
刊
行
さ
れ
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第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

六
二
（
六
二
）

た
（
４
）

。

　

中
国
政
府
は
、
西
沙
群
島
を
回
復
し
た
後
、
広
東
政
庁
は
、
一
九
二
七
年
五
月
海
瑞
艦
を
派
遣
し
、
調
査
報
告
書
を
作
成
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
関
係
の
南
海
諸
島
の
地
名
が
確
定
し
た
。
一
九
二
九
年
四
月
東
沙
島
に
つ
い
て
、
広
東
建
設
庁
が
調
査
し
た

（
５
）

。

　

フ
ラ
ン
ス
は
パ
ラ
セ
ル
島
を
併
合
す
る
過
程
で
、
一
九
三
〇
年
五
月
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
が
文
書
「
パ
ラ
セ
ル
島
問
題
ノ

最
近
ノ
沿
革
」
を
ま
と
め
た
。

　

日
本
政
府
は
、
外
務
省
が
一
九
三
八
年
に
「
新
南
群
島
位
置
及
ヒ
状
況
」
を
ま
と
め
た
。

　

南
海
諸
島
の
調
査
・
開
発
が
進
ん
だ
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
、
そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
九
五
六
年
五
月　

フ
ラ
ン
ス
、
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
島
上
陸
記
録
。

　

一
九
七
四
年
三
月
～
六
月　

中
国
、
西
沙
群
島
で
文
物
調
査
、
一
九
七
五
年
三
月
～
四
月
第
二
回
調
査

（
６
）

。

　

一
九
七
七
年
～
一
九
七
八
年　

中
国
、
五
次
に
わ
た
る
南
海
調
査

（
７
）

。

　

一
九
八
四
年
七
月　

中
国
、
南
沙
諸
島
調
査
。

　

台
湾
で
は
、
中
国
領
土
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
「
中
國
南
海
諸
島
文
獻
彙
編
」
叢
書
が
刊
行
さ
れ
た

（
８
）

。

　

南
海
の
漁
業
調
査
、
海
底
資
源
調
査
は
進
ん
で
い
る

（
９
）

。

　

な
お
、
南
海
諸
島
調
査
と
と
も
に
、
東
銘
樞
ら
が
海
南
島
調
査
に
着
手
し
、
台
湾
総
督
府
も
こ
の
成
果
を
活
用
し
た

）
10
（

。

　

一
九
九
四
年
四
月
～
五
月
バ
ト
ナ
ム
は
、
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
の
第
三
回
総
合
調
査
を
実
施
し
た
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

六
三
（
六
三
）

三
．
南
シ
ナ
海
の
戦
略
性

　

南
シ
ナ
海
は
、
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
を
経
て

イ
ン
ド
洋
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
至
る
シ
ー
レ
ー
ン
を
形

成
し
て
お
り
、
戦
略
資
源
の
航
行
は
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。

イ
ン
ド
洋
は
永
ら
く
「
イ
ギ
リ
ス
の
海
」
で
、
英
海
軍
が
そ

の
シ
ー
レ
ー
ン
を
維
持
し
て
き
た
。
一
九
六
七
年
英
国
が
ス

エ
ズ
以
東
か
ら
撤
退
し
、
一
九
七
一
年
末
、
イ
ン
ド
洋
は

一
つ
の
戦
略
的
空
白
状
態
が
生
じ
た
。
代
わ
っ
て
一
九
六
八

年
に
ソ
連
艦
隊
イ
ン
ド
洋
分
遣
隊
が
発
足
し
、
翌
六
九
年
ソ

連
艦
隊
の
イ
ン
ド
洋
常
駐
が
実
現
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ｖ
装
備
の
ポ
セ
イ
ド
ン
が
配
備
さ
れ
、
こ
れ
に
対
処
し
て
ソ

連
艦
隊
が
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
主
要
航
路
と
し
て
の

シ
ー
レ
ー
ン
の
存
在
が
経
済
的
生
存
戦
略
か
ら
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
一
年
一
一
月
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
三
カ
国
、
は
、
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
協
定
に
調
印
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
海
賊
問
題
が
登
場
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九
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第
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〇
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年
六
月
）

六
四
（
六
四
）

し
て
き
た
。
南
シ
ナ
海
は
、
バ
ー
ジ
ー
海
な
ど
他
の
東
南
ア
ジ
ア
・
ル
ー
ト
に
比
べ
て
船
舶
遭
遇
率
は
二
割
以
上
高
く
、
遭
遇
密
度
で
は

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
沖
の
一
・
五
倍
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
二
・
二
倍
と
さ
れ
る

）
11
（

。
二
〇
〇
四
年
一
一
月
ア
ジ
ア
海
賊
対
策
地
域
協
力
協
定
が
締
結

さ
れ
、
日
本
の
支
援
活
動
が
続
い
て
き
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
、
二
〇
〇
六
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
そ
れ
ぞ
れ
海
上
保
安
機

関
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
二
〇
〇
五
年
一
二
月
海
峡
三
カ
国
は
領
域
外
の
共
通
海
賊
追
跡
手
続
Ｓ
Ｏ
Ｐ
が
合
意
さ
れ
、
こ
う
し
て
そ
の
海
上

法
執
行
能
力
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
海
賊
の
発
生
件
数
は
著
し
く
減
少
し
た
。

　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
賊
行
為
及
び
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
と
の
戦
い
に
関
す
る
地
域
協
力
協
定
の
加
盟
国
は
、
日
本
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
中
国
、
ブ
ル
ネ
イ
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
七
カ
国
で
、
そ
の
要
点
は
、
以
下
の
三
点
に
あ
る
。

一
．
情
報
共
有
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｃ
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設
立
さ
れ
た
。

二
．
Ｉ
Ｓ
Ｃ
を
通
じ
た
情
報
供
給
及
び
協
力
態
勢
（
容
疑
者
、
被
害
者
、
及
び
被
害
船
舶
の
発
見
、
容
疑
者
の
逮
捕
、
容
疑
船
舶
の
拿

捕
、
被
害
者
の
救
助
な
ど
の
要
請
な
ど
）
の
構
築
。

三
．
Ｉ
Ｓ
Ｃ
を
経
由
し
な
い
締
約
国
同
士
の
二
国
間
協
力
の
促
進
（
犯
罪
人
の
引
渡
し
、
及
び
法
律
上
の
相
互
援
助
の
円
滑
化
、
並
び

に
能
力
の
開
発
な
ど
）。

　

対
象
と
さ
れ
る
海
賊
取
締
り
の
た
め
に
、
同
協
定
の
第
一
条
は
、「
海
賊
行
為
」
を
、
次
の
通
り
、
規
定
し
て
い
る
。

　

「
私
有
の
船
舶
ま
た
は
航
空
機
の
乗
組
員
ま
た
は
旅
客
が
私
的
目
的
の
た
め
に
行
う
す
べ
て
の
不
法
な
暴
力
行
為
、
抑
留
、
ま
た
は

（
a
）掠
奪
行
為
で
あ
っ
て
、
次
の
も
の
に
対
し
行
わ
れ
る
も
の
。

　

（
ⅰ
）
公
海
に
お
け
る
他
の
船
舶
ま
た
は
当
該
船
舶
内
に
あ
る
意
図
若
し
く
は
財
産
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

六
五
（
六
五
）

　

（
ⅱ
）
い
ず
れ
の
国
の
管
轄
権
に
も
服
さ
な
い
場
所
に
あ
る
船
舶
、
人
又
は
財
産
。

（
b
）

い
ず
れ
か
の
船
舶
又
は
航
空
機
を
海
賊
船
舶
又
は
海
賊
航
空
機
と
す
る
事
実
を
知
っ
て
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
の
通
航
に
自

動
的
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
行
為
。

（
c
）
（
a
）又
は（
b
）に
規
定
す
る
行
為
を
扇
動
し
、
又
は
好
意
に
助
長
す
る
す
べ
て
の
行
為
。

　

「
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
」
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
a
）

私
的
目
的
の
た
め
に
船
舶
又
は
当
該
船
舶
内
に
あ
る
人
物
若
し
く
は
財
産
に
対
し
て
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
不
法
な
暴
力
行
為
、

抑
留
又
は
掠
奪
行
為
で
あ
っ
て
、
締
約
国
が
そ
の
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
場
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
。

（
b
）

い
ず
れ
か
の
船
舶
を
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
を
行
う
た
め
の
船
舶
と
す
る
事
実
を
知
っ
て
当
該
船
舶
の
運
航
に
自
動
的
に

参
加
す
る
す
べ
て
の
行
為
。

　
　

（
c
）
（
a
）又
は（
b
）に
規
定
す
る
行
為
を
扇
動
し
、
又
は
好
意
に
助
長
す
る
す
べ
て
の
行
為
。

　

締
約
国
は
、
以
下
の
一
般
的
義
務
を
第
三
条
に
お
い
て
遂
行
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
　

（
a
）

海
賊
行
為
及
び
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
を
防
止
し
、
及
び
抑
止
す
る
こ
と
。

　
　

（
b
）

海
賊
又
は
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
を
行
っ
た
者
を
逮
捕
す
る
こ
と
。

（
c
）

海
賊
行
為
又
は
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
に
用
い
ら
れ
た
船
舶
又
は
航
空
機
を
拿
捕
す
る
こ
と
、
海
賊
又
は
船
舶
に
対
す
る

　
　
　

武
装
強
盗
を
行
っ
た
者
に
よ
っ
て
掠
奪
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
者
の
支
配
に
あ
る
船
舶
を
拿
捕
す
る
こ
と
及
び
当
該
船
舶

　
　
　

内
の
財
産
を
押
収
す
る
こ
と
。

　
　

（
d
）

海
賊
行
為
又
は
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
の
被
害
船
舶
及
び
被
害
者
を
救
助
す
る
こ
と
。
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第
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二
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一
二
年
六
月
）

六
六
（
六
六
）

　

そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年　

三
月　

船
舶
に
対
す
る
海
賊
行
為
と
武
装
強
奪
会
議
開
催
、
東
京
ア
ピ
ー
ル
採
択
。

　
　
　
　
　
　
　
　

四
月　

ア
ジ
ア
反
海
賊
チ
ャ
レ
ン
ジ
二
〇
〇
〇
措
置
。

二
〇
〇
一
年
一
一
月　

テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
共
同
行
動
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
宣
言
二
〇
〇
一
。

二
〇
〇
二
年
一
一
月　

テ
ロ
リ
ズ
ム
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
宣
言
。

二
〇
〇
三
年　

六
月　

Ａ
Ｒ
Ｆ
、
国
境
管
理
に
関
す
る
テ
ロ
対
策
声
明
。

二
〇
〇
四
年　

六
月　

ア
ジ
ア
海
上
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
二
〇
〇
四
。

　
　
　
　
　
　
　

一
一
月　

ア
ジ
ア
海
賊
対
策
地
域
協
力
協
定
調
印
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
同
協
定
に
よ
る
情
報
共
有
セ
ン
タ
ー
設
立
。

二
〇
〇
五
年
一
二
月　

海
峡
三
カ
国
、
領
域
外
の
共
通
海
賊
追
跡
手
続
き
Ｓ
Ｏ
Ｐ
合
意
。

そ
の
シ
ー
レ
ー
ン
に
お
け
る
海
賊
行
為
へ
の
対
処
は
、
沿
岸
国
の
レ
ー
ダ
ー
管
理
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
海
上
重
視
と
そ
の
情
報
の
共

有
化
が
と
ら
れ
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
い
ま
一
つ
の
課
題
は
、
潜
水
艦
に
よ
る
航
路
妨
害
で
、
そ
の
対
処
に
は
、
対
潜
水
艦
用
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
、
対
哨
戒
機
に
よ
る
シ
ー
レ
ー
ン
内
外
及
び
周
辺
の
巡
視
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
は
、
海
軍
力
の
整
備
、
同
盟
関

係
の
構
築
に
よ
る
海
軍
力
の
運
用
が
課
題
と
な
る

）
12
（

。

　

か
く
し
て
、
確
立
が
展
望
さ
れ
る
海
洋
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
移
行
展
望
は
、
以
下
の
点
に
あ
る
。

１
．
国
家
管
轄
水
域
を
超
克
し
た
海
洋
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
。

２
．
沿
岸
国
の
十
分
適
切
と
は
さ
れ
な
い
管
理
の
超
克
。
資
源
は
沿
岸
国
の
独
占
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
は
、
国
家
の
環
境
は
許
さ

れ
え
な
い
。
沿
岸
国
海
軍
力
の
覇
権
支
配
は
認
め
ら
れ
な
い
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

六
七
（
六
七
）

３
．
海
洋
の
自
由
の
新
し
い
概
念
と
次
元
。
新
国
連
海
洋
法
条
約
に
対
応
し
た
海
洋
調
査
を
可
能
に
す
る
沿
岸
国
の
措
置
の
対
処
が
課

題
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
海
洋
調
査
船
事
件
、
例
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
一
月
イ
ン
ド
洋
英
海
洋
調
査
船
ス
コ
ッ
ト
号
事
件
、

二
〇
〇
九
年
三
月
南
シ
ナ
海
米
調
査
船
チ
ン
ペ
ッ
カ
プ
ル
号
事
件
、
あ
る
い
は
日
本
近
海
の
中
国
調
査
船
事
件
な
ど
が
あ
り
、
新

し
い
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

４
．
海
洋
管
理
の
新
し
い
概
念
。
海
洋
の
平
和
的
共
同
利
用
と
平
和
地
帯
化
。
一
九
七
一
年
一
一
月
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
は
、
東
南

ア
ジ
ア
中
立
化
構
想
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
構
想
は
生
き
て
い
る
。

５
．
海
洋
管
理
の
新
し
い
レ
ジ
ー
ム
。
国
家
管
轄
を
残
し
つ
つ
も
、
そ
の
枠
内
で
、
市
民
社
会
も
参
加
し
た
機
能
的
で
多
重
か
つ
争
点

別
の
地
域
レ
ジ
ー
ム
の
創
成
が
課
題
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、
南
シ
ナ
海
電
子
海
図
は
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
、
ひ
と
つ
ず
つ
海
洋
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
実
現
を
み
せ
つ
つ
あ
る

）
13
（

。

　

三
．
石
油
資
源
の
開
発
、
領
土
管
理
と
抗
争

　

一
九
六
〇
年
代
、
南
海
に
お
け
る
石
油
資
源
開
発
と
と
も
に
、
そ
の
領
土
支
配
を
め
ぐ
る
抗
争
へ
と
移
っ
た

）
14
（

。
南
ベ
ト
ナ
ム
は
、

一
九
七
一
年
そ
の
自
国
支
配
地
域
で
の
本
格
的
な
石
油
開
発
と
と
も
に
、
一
九
七
四
年
一
月
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
す
る
中
国
は
、
南
ベ

ト
ナ
ム
と
の
間
で
西
沙
群
島
交
戦
事
件
と
な
っ
た
。
一
九
七
九
年
八
月
中
国
は
、
西
沙
群
島
を
飛
行
禁
止
区
域
と
し
た
。

　

一
九
七
八
年
六
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
南
沙
群
島
の
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
の
併
合
宣
言
を
発
し
、
翌
七
九
年
二
月
石
油
生
産
を
開
始
し
た
。

　

中
国
は
、
南
海
諸
島
の
開
発
を
海
南
島
の
開
発
に
結
び
付
け
て
い
る

）
15
（

。

　

そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　

一
九
五
九
年　

三
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
で
資
源
調
査
。
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第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

六
八
（
六
八
）

　
　

一
九
六
九
年
一
〇
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
を
ク
ア
ン
ナ
ム
省
編
入
。

　
　

一
九
七
〇
年
一
二
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
、
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
資
源
調
査
終
了
。

　
　

一
九
七
一
年　

六
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
、
自
国
大
陸
棚
で
石
油
開
発
着
手
。

　
　

一
九
七
四
年　

一
月　

中
国
・
南
ベ
ト
ナ
ム
、
西
沙
群
島
で
交
戦
、
中
国
、
西
沙
群
島
制
圧
。

　
　

一
九
七
五
年　

二
月　

モ
ー
ビ
ル
・
他
、
南
ベ
ト
ナ
ム
沖
合
で
石
油
・
天
然
ガ
ス
発
見
。

　
　
　
　
　
　
　
　

四
月　

ベ
ト
ナ
ム
人
民
解
放
軍
、
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
に
上
陸
。

　
　

一
九
七
八
年　

六
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
沙
群
島
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
の
併
合
宣
言
。

　
　

一
九
七
九
年　

二
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
沙
群
島
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
で
石
油
開
発
。

　
　

一
九
八
三
年　

六
月　

マ
レ
ー
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
、
共
同
石
油
採
掘
合
同
委
員
会
設
立
。

（
1
）

南
海
諸
島
の
地
理
性
は
、
以
下
を
み
よ
。

鄭
資
約
編
『
南
海
諸
島
地
理
誌
略
』
上
海
、
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
／
台
北
、
陽
明
荘
、
一
九
五
九
年
。

Lim
 Joo-Jock, G

eo-Strategy and the South C
hina Sea Basin: Regional Balance, M

aritim
e Issues, Future Patterns, Singapore: Singa-

pore U
. P., 1979.

Peter K
ien-hong Yu, ’A

 Study of the Pratas,’ M
acclesfi eld B

ank, Paracels, and Spratlys in the South C
hina Sea, Taipei: Tzeng B

roth-

ers Publications, 1988.

藤
島
範
孝
「
南
中
国
海
（
南
海
）
諸
島
の
島
嶼
名
に
つ
い
て
」
駒
澤
大
學
北
海
道
教
養
部
論
集
、
第
九
号
、
一
九
九
四
年
。

Sulan C
hen, Instrum

ental and Induced C
ooperation: Environm

ental Politics in the South C
hina Sea, A

nn A
rbor: U

M
I, 2006.

（
2
）
一
統
シ
ス
テ
ム
は
、
以
下
を
み
よ
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

六
九
（
六
九
）

金
観
涛
、
若
林
正
丈
・
村
田
雄
二
郎
訳
『
中
国
社
会
の
超
安
定
シ
ス
テ
ム
「
大
一
統
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
研
文
出
版
、
一
九
八
七
年
。

金
観
涛
・
劉
青
峰
『
興
盛
與
危
機
―
―
論
中
国
封
建
社
会
超
穏
定
結
構
』
長
沙
、
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
／
『
興
盛
與
危
機
―
―
論
中

国
社
会
超
穏
定
結
構
』
香
港
、
中
文
大
学
出
版
社
、
増
訂
版
一
九
九
二
年
。

金
観
涛
・
劉
青
峰
『
解
放
中
変
遷
―
―
論
再
論
中
国
社
会
超
穏
定
結
構
』
香
港
、
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

中
国
版
図
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
以
下
を
み
よ
。

趙
宋
岑
『
中
國
的
版
圖
』
上
・
下
、
台
北
、
臺
灣
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
。

蘇
演
存
『
中
國
境
界
變
遷
大
勢
考
』
台
北
、
近
代
中
國
史
料
叢
刊
第
一
七
輯
、
文
海
出
版
社
、
一
九
六
八
年
。

中
村
充
一
・
秋
岡
家
栄
『
中
国
の
道
―
―
そ
の
歴
史
を
あ
る
く
』
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
。

S. R
. Scham

 ed., The Scope of State Pow
er in C

hinese, H
ong K

ong: The C
hinese U

. P., 1985.

江
応
澄
・
趙
書
文
編
『
中
国
的
疆
界
』
上
海
、
学
林
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

胡
嘏
『
中
国
歴
代
疆
域
與
政
區
』
瀋
陽
、
遼
寧
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

願
頡
剛
・
史
念
海
『
中
国
疆
域
沿
革
史
』
北
京
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

華
奥
南
「
歴
史
路
境
中
的
王
朝
中
国
疆
域
概
念
辨
析
―
―
以
天
下
、
四
海
、
中
国
、
疆
域
、
版
図
為
例
」
中
国
辺
疆
史
研
究
、
二
〇
〇
六
年
第
二

期
。白

寿
彝
『
中
国
交
通
史
』
北
京
、
團
結
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

島
田
美
和
「
顧
頡
剛
の
「
疆
域
」
概
念
」、
西
村
成
雄
・
田
中
仁
編
『
中
華
民
国
の
制
度
変
容
と
東
ア
ジ
ア
地
域
秩
序
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
。

川
島
真
「
近
現
代
中
国
に
お
け
る
国
境
の
記
憶
―
―
「
本
来
の
中
国
の
領
域
」
を
め
ぐ
る
」
境
界
研
究
、
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
。

（
3
）
明
張
變
撰
『
東
西
洋
考
』
金
陵
、
王
起
宗
校
、
一
六
一
八
年
／
台
北
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
五
年
／
北
京
、
中
華
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

駒
井
義
明
訳
『
英
訳
東
西
洋
考
』
八
冊
、
京
都
外
国
語
大
学
、
一
九
七
〇
―
八
〇
年
。

藤
田
豐
八
『
西
南
交
通
死
の
研
究
』
南
海
編
、
岡
書
院
、
一
九
三
二
年
。

木
村
宏
「「
東
南
ア
ジ
ア
東
部
島
嶼
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
―
―
「
坤
輿
万
国
全
図
」
収
載
の
東
南
ア
ジ
ア
東
部
島
嶼
」
一
～
二
、Cosm

ica
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究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

七
〇
（
七
〇
）

地
域
研
究
、
第
一
三
号
、
一
九
八
三
年
、
第
一
五
号
、
一
九
八
五
年
。

木
村
宏
「「
東
南
ア
ジ
ア
東
部
島
嶼
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
―
―F. Verbiest

（
南
懐
仁
）
作
「
坤
輿
全
図
」
収
載
のM

alay

諸
島
」
一
～
三
、

C
osm

ica

地
域
研
究
、
第
二
〇
号
、
一
九
九
〇
年
、
第
二
二
号
、
一
九
九
二
年
、
京
都
外
国
後
大
学
研
究
論
叢
、
第
四
三
号
、
一
九
九
四
年
。

（
4
）
英
海
軍
海
圖
（
一
八
八
五
年
）
第
九
四
號
「
パ
ラ
セ
ル
群
島
」
日
本
水
路
部
、
一
九
〇
〇
年
。

英
海
軍
海
圖
（
一
八
八
八
年
）
第
一
二
〇
號
「
支
那
海
諸
礁
」
日
本
水
路
部
、
一
九
〇
〇
年
。

英
海
軍
海
圖
（
一
八
八
七
年
、
改
正
一
九
〇
四
年
）
第
一
二
六
三
號
「
支
那
海
」
日
本
水
路
部
、
一
九
〇
五
年
。

英
海
軍
海
圖
（
一
八
八
一
年
、
改
正
一
九
〇
三
年
）
第
一
二
六
〇
號
「
支
那
海
南
部
東
區
」
日
本
水
路
部
、
一
九
一
二
年
。

海
軍
省
水
路
部
『
廣
州
灣
―
―
南
シ
ナ
海
＝K

oang tcheou w
an: South C

hina sea

』
水
路
部
、
一
九
三
二
年
。

海
軍
省
水
路
部
『
南
支
那
海
―
―
北
部
東
區South C

hina sea: Vorthern portion

』
水
路
部
、
一
九
三
六
年
。

海
軍
省
水
路
部
『
南
支
那
海South C

hina sea

』
水
路
部
、
一
九
三
六
年
。

水
路
部
『
南
支
那
海
―
―
北
部
西
區
＝South C

hina sea: N
orthern portion

』
水
路
部
、
一
九
五
三
年
。

（
5
）
沈
鵬
飛
「
調
査
西
沙
群
島
報
告
書
」
民
國
日
報
、
一
九
二
八
年
五
月
一
九
日
／
中
國
南
海
諸
群
島
文
獻
彙
編
第
九
冊
、
台
北
、
臺
湾
學
生
書
局
、

一
九
七
五
年
。
廣
東
建
設
廳
「
東
沙
島
之
沿
革
及
状
況
」
新
華
報
、
一
九
二
九
年
四
月
一
八
日
、
一
九
日
。

（
6
）
広
東
省
博
物
館
『
西
沙
文
物
―
中
国
南
海
諸
島
之
―
―
西
沙
群
島
文
物
調
査
』
北
京
、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
四
年
。

（
7
）
広
東
省
文
物
管
理
委
員
会
・
他
編
『
南
海
丝
綢
文
物
図
集
』
広
洲
、
広
東
科
技
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

中
国
国
家
博
物
館
水
下
考
古
研
究
中
心
・
海
南
省
文
物
保
护
管
理
办
公
室
編
『
西
沙
水
下
考
古
（
一
九
九
八
～
一
九
九
九
）』
北
京
、
科
学
出
版

社
、
二
〇
〇
六
年
。

広
東
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『「
二
〇
一
一
年
「
南
海
一
号
」
的
考
古
試
掘
」』
北
京
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
8
）
『
中
國
南
海
諸
島
文
獻
彙
編
』
一
〇
種
一
五
冊
、
台
北
、
臺
灣
學
生
書
房
、
一
九
七
五
年
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

一
冊　

段
成
式
撰
「
西
陽
雑
爼
」
／
趙
汝
适
撰
「
諸
蕃
志
」
／
汪
第
淵
撰
「
島
夷
誌
略
」
／
顧
玠
「
海
槎
餘
録
」。

二
冊　

趙
變
撰
『
東
西
洋
考
』
一
二
巻
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

七
一
（
七
一
）

三
冊　

黄
衷
撰
「
海
語
」
／
陳
倫
炯
撰
「
海
國
聞
見
録
」
／
楊
炳
南
撰
「
海
録
」
／
繼
番
撰
「
徐
瀛
考
略
」。

四
冊　

巌
如
煜
『
洋
防
輯
要
』
四
冊
。

五
・
六
冊
、
王
錫
祺
『
小
万
壺
齋
地
叢
鈔
』
第
九
帙
・
第
一
〇
帙
三
冊
。

七
冊　

王
之
春
撰
『
國
朝
柔
遠
記
』
二
冊
。

八
冊　

李
準
撰
「
巡
海
記
」
／
沈
鵬
飛
撰
「
調
査
西
沙
群
島
報
告
書
」
／
凌
純
聲
「
中
國
今
日
之
邊
疆
問
題
」
／
張
振
國
「
南
沙
行
」。

九
冊　

「
海
軍
巡
弋
南
沙
海
疆
經
過
」。

一
〇
冊　

許
棠
灝
「
瓊
崖
誌
略
」
／
鄭
資
約
編
撰
「
南
海
諸
島
地
理
誌
略
」
／
杜
定
友
編
「
東
西
南
沙
群
島
資
料
目
録
」
／
丘
岳
栄
編
「
海
南
文

獻
目
録
」
／
「
中
國
南
海
諸
群
島
文
獻
資
料
展
覧
目
録
」。

（
9
）
臺
灣
總
督
府
専
賣
局
『
海
南
島
事
情
』
臺
灣
總
督
府
専
賣
局
、
一
九
一
九
年
。

臺
灣
總
督
府
調
査
課
（
村
上
勝
太
）『
海
南
島
事
情
』
台
北
、
臺
灣
總
督
府
調
査
課
、
一
九
二
一
年
。

後
藤
元
宏
『
海
南
島
―
―
南
シ
ナ
海
之
一
大
寶
庫
』
武
道
社
、
一
九
三
二
年
。

陳
銘
樞
總
纂
『
海
南
島
志
』、
上
海
、
神
州
國
光
社
、
一
九
三
三
年
／
臺
灣
總
督
府
熱
帯
産
業
會
訳
、
台
北
、
臺
灣
總
督
府
熱
帯
産
業
會
、
一
九

三
六
年
／
臺
灣
總
督
官
房
外
務
部
訳
『
海
南
島
志
―
―
附
・
海
南
島
奥
地
良
港
報
告
』
臺
灣
總
督
官
房
外
務
部
、
一
九
三
九
年
／
井
出
季
和
太
訳
『
海

南
島
志
』
松
山
房
、
一
九
四
一
年
。

（
10
）
青
木
三
郎
「
タ
イ
湾
お
よ
び
南
シ
ナ
海
堆
積
物
中
の
年
度
鉱
物
の
分
布
」
日
本
海
洋
法
学
会
誌
、
第
三
二
巻
第
四
号
、
一
九
七
六
年
。

中
国
科
学
院
南
海
海
洋
研
究
所
編
『
我
国
西
沙
、
中
沙
群
島
海
域
海
洋
生
物
調
査
研
究
報
告
集
』
北
京
、
科
学
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。

M
ark J. Valencia et al., Shipping, Energy, and Environm

ent: Southeast Asian Perspectives for Eighties: Preoccedings of a W
orkshop 

held in H
onolulu, H

aw
aii, 10-12 D

ecem
ber 1980, H

alifax: D
alhousie O

cean Studies Program
m

e, 1982.

B
rian M

orton &
 C

. K
. Tseng eds., The M

arine Flora and Fauna of H
ong K

ong and Southern C
hina: Proceedings of the First Interna-

tional M
arine Viological W

orkshop, H
ong K

ong, 18 April – 10 M
ay 1980, 2 Vols., H

ong K
ong: H

ong K
ong U

. P., 1982.

中
国
科
学
院
南
海
海
洋
研
究
所
編
『
南
海
海
洋
生
物
研
究
論
文
集C

ontributions on M
arline B

iological R
esearch of the South C

hina Sea

』
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第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

七
二
（
七
二
）

北
京
、
海
洋
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

台
灣
省
水
産
試
験
所
『
七
十
七
年
度
南
中
國
海
漁
場
開
發
調
査
報
告
＝C

ruise report on the investigation of fi shing ground in South Sea in 

1988
』
基
隆
、
台
灣
省
水
産
試
験
所
、
一
九
八
九
年
。

劉
海
齢
・
他
『
南
沙
地
坱
傳
裂
构
造
系
統
与
岩
石
圏
動
力
学
研
究
』
北
京
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

Pinxian W
ang &

 Q
ianyu Li eds., The South C

hina Sea: Pleoceanography and Sedim
enttology, D

ordurecht : Springer, 2009.

（
11
）
矢
田
殖
朗
・
高
山
久
明
「
主
と
し
て
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
遭
遇
船
の
実
態
」
航
海
、
第
五
四
号
、
一
九
七
七
年
。

（
12
）

山
本
尚
史
・
浅
川
公
紀
「
南
シ
ナ
海
の
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
に
お
け
る
日
本
の
役
割
」
東
京
家
政
学
院
大
学
筑
波
女
子
大
学
紀
要
、
第
一
集
、　

一
九
八
七
年
。

John H
. N

oer &
 D

avid G
regory, C

hokepoints: M
aritim

e Econom
ic C

oncerns in Southeast Asia, W
ashington,D

C
: C

enter for N
aval 

A
nalyses/ N

ational D
efense U

. P., Institute for N
ational Strategic Studies, 1996.

（
13
）

梶
村
徹
「
電
子
海
図
南
シ
ナ
海
電
子
海
図
と
日
本
の
関
与
」
水
路
、
第
三
七
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
14
）

資
源
開
発
を
め
ぐ
る
南
シ
ナ
海
問
題
は
、
以
下
を
み
よ
。

R
oderick O

’B
rien, South C

hina Sea O
il: Tw

o Problem
s of O

w
nership and D

evelopm
ent, Singapore: Institute of Southeast A

sian Stud-

ies, 1977.

M
ark J. Valencia, John M

. Van D
yke, &

 N
oel A

. Ludw
ig, Sharing the Resources of the South C

hina Sea,  H
onolulu: U

niv. of H
aw

ai’i 

Press, 1999.

Institute of Southeast A
sian Studies, Energy and G

eopolities in the South C
hina Sea: Im

plications for ASEAN
 and its D

ialogue Part-

ners, Singapore: Institute of Southeast A
sian Studies, 2009.

久
保
田
英
二
郎
「
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
ン
ド
ン
油
田
―
―
南
シ
ナ
海
で
の
挑
戦
の
一
八
年
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
目
指
し
て
」
ペ
テ
ロ
テ
ッ
ク
ー

Petrotech

、
第
三
三
巻
第
九
号
、
二
〇
一
〇
年
。
こ
の
油
田
は
、
日
本
が
参
加
し
た
事
例
で
、
一
九
九
八
年
に
初
噴
出
に
成
功
し
た
。

（
15
）D

aojiong ZH
A

, C
hina’s Exploitation of South Sea Resources: the C

ase of H
ainan Province, 

大
和, IU

J R
esearch Institute, 2000.
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